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要旨と研究背景
ᡃࠎは、学校でᡤ有している分光器をά用した研究に取り組ࢇでいる。太陽には࿘⦕減光と࿧ࡤれる、୰ኸ部から

࿘⦕部に向かってᬯくなる現象がある。ここで、⚾たࡕは太陽のスࣜットス࢟ャン分光観測を可視光㡿ᇦについて行

い、࿘⦕減光に波長౫Ꮡ性があることを確認した。また、得られた結果から㯮体ᨺ射に関する法๎に基づいて太陽୰

ኸ部の波長ࡈとの 度を求め、その見通せる῝さについて理ㄽ的に考ᐹした。

１．観測・ゎᯒ方法  
ሙᡤ:ᇸ⋢県ᕝ口市 ᕝ口市立高等学校ᒇୖ

日時:2026年1月6日10:11:17~10:13:36(JST)
望遠鏡:ᒅᢡ望遠鏡 (口ᚄ60mm

↔点㊥㞳330mm SharpstarED60)
減光フ࢕ルター:ND1000+ND8
分光器:低分散分光器 VEGA

(᫛࿴機Ე〇సᡤ)
カメラ:ZWO ASI 178MM

太陽の日࿘㐠動を利用してスࣜットス࢟

ャンすることによって得られた┤ᚄ部分の

データを約2秒ࡈとに70分割した㡿ᇦで、

ス࣌クトルのᖹᆒᙉ度を350nmから700nm
まで50nmẖに求めた。その後、それぞれ

の波長におけるス࣌クトルᙉ度の最大値を1
として࿘⦕減光の割合をグラフに表した。次に、太陽の࿘⦕部と୰ኸ部の㍤度比からプランクのබ式[1](図1)を利

用して、波長ࡈとに太陽の୰ኸ部の 度を算出した。さらに、太陽の 度と῝さの関係を表した先行研究ㄽ文[2] 
(図2)を用いて、観測できる波長ࡈとの太陽の୰ኸ部の見通せる῝さを導出した。

２．結果  

３．考察・今後の展望
結果より、太陽の୰ኸから࿘⦕に向けてス࣌クトルᙉ度の減⾶があり、▷波長になる࡝࡯࿘⦕減光が大きくなると

いう波長౫Ꮡ性が見られた。ス࣌クトルᙉ度の減⾶があったのはシࣗࢸフ࢓ン・ボルࢶマンの法๎によるもの、波長

౫Ꮡ性が見られたのは࢘࢕ーンの変位๎によるものだと考えられる。またプランクの法๎より、波長が▷くなる࡝࡯

 度が高くなり見通せる῝さが増すこともわかった。発表当日までに近㉥外㡿ᇦの観測及び解析を実施し、結果をබ

表したい。
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太陽活動極大期におけるフォーブッシュ減少の観測
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要　旨 
　本研究では、簡易宇宙線検出器CosmicWatchを用いて、秋田・仙台・東京の３地点で宇宙線を同時観測し、計測環境の異な

˾地点間で同様の変化が観測でき˾かを検証した。また、2024年に同様の検出器を１台のみ用いて計測した秋田での観測

データも利用した結果、Mクラスの太陽フレア発生時に計測データ上では宇宙線検出数の明瞭な減少は確認さ˿なかったが、X
クラスの太陽フレア発生時に宇宙線検出数の有意な減少が確認さ˿た。このことか˼Xクラスの太陽フレアに伴うコロナ質量放

出に˻ってフォーブッシュ減少が発生す˾と推察さ˿た。 

１．はじめに 
地球に飛来す˾高エネルギー粒子であ˾銀河宇宙線は太陽活動の影響に作用さ˿˾。フォーブッシュ減少（Forbush 

Decrease、 以下FD）は特に太陽フレアやコロナ質量放出（Coronal Mass Ejection、以下CME）の発生に伴う磁場の乱˿が障

壁とな˽、地球に到達す˾宇宙線量が一時的に減少す˾現象であ˾1）。2025年は太陽活動が「極大期」を迎え2）、大規模な太陽

フレアやそ˿に伴うFDが発生す˾可能性が高いと判断した。また、先行研究3）でも複数地点での簡易検出器で同時にその現象

を捉え、比較検証した例は少ない。本研究では、計測環境の異な˾複数地点のデータを比較し、太陽フレアの規模を表すX線強

度と、宇宙線量の相関関係を明˼かにす˾ことを目的とした。 

２．実験方法 
CosmicWatchを３地点に設置し、2025年６月２１日か˼12月9日の計測期間において24時間連続で宇宙線到来数を計測し

た。また、データ数の確保のため2024年1月1日か˼１2月31日での秋田のデータを利用した。得たデータはPythonを用いて1

時間ごとの解析を行った。太陽活動の指標にはX線強度のデータ4）を使用した。CosmicWatchでは環境放射線がノイズとな˾た

め、いず˿の地点でも2台の検出器を上下に配置し、垂直方向か˼の放射線のみを検出す˾Coincidence法を採用した。また、

FDは宇宙線量の相対的減少現象であ˾ため、宇宙線検出数の絶対値ではなく、その時間変化に着目した。 

３．結果と考察 
太陽フレアのクラスは強い順にX、M、C、B、Aに分類さ˿、本研究では、Mクラス(10⁻⁵～10⁻⁴ W/m²)とXクラス(10⁻⁴ W/m²以

上)の太陽フレア発生時の検出数を使用した。この予稿では、Mクラスのものとして図1に2025年10月9日の仙台、Xクラスのも

のとして図2に2025年12月1日の秋田の観測結果を示す。太陽フレアと宇宙線検出数変化の比較のため、上段に原因（太陽フ

レアのX線）、下段に結果（宇宙線数）を配置し、時間軸を協定世界時（UTC）にそ̀え˾ことで、両者の相関関係を比較しやすく

した。図1、図2の枠で囲んだ部分が太陽フレア発生時のデータであ˾。 

　  　 　　 　　　

本研究では、先行研究3）で示さ˿た˻うな、太陽フレア発生後約1日を遅˿て現˿、数時間以上持続した宇宙線強度の減少が

確認さ˿、その後数日かけて回復す˾挙動をFDの判断基準とした。我々の観測では、Xクラスではこの基準を満たす変化が確

認さ˿たが、Mクラスでは減少の振幅が小さく、持続的な低下や回復過程は確認さ˿なかった。３地点で同様の計測方法を用い

たため研究環境の不備は考えにくく、他の複数の計測日でも類似した傾向が見˼˿た。2024年に発生したXクラス太陽フレア

39事例のうち、8事例においてFDが観測さ˿た。˻って、X線強度がMクラス以下の太陽フレアに伴うCMEは比較的小規模であ

˾ことが多く、そ˿に起因す˾FDは振幅が小さいため、地上観測では検出が困難であ˾一方、Xクラスの太陽フレアに伴うCME
ではFDが顕著に観測さ˿˾可能性が高いと考え˼˿˾。 
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